
Oを中心とする半径1の円に正n角形 nAAA 21 が存在し、この正n角形を nD とする。 

また正n角形 nBBB 21 を 'nD とし、点 kk BA  ),,3,2,1( nk  を満たしている。 nD を、 
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（１）辺 21AA と nBB1 の交点をCとするとき、
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 OCA であることを示せ。 

（２）OCの長さを求めよ。 

（３） nD と 'nD の共通部分の面積 )(S を求めよ。 

（４） )(S の最小値 )( 0S および 0 の値をそれぞれ求めよ。 

 

（解答） 
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21AA と 21BB の交点をP、 32AA と 21BB の交点を 'C 、Oから ,21AA nBB1 に下ろした垂線の 

足をそれぞれ ',HH とすると、 だけ回転しているので、  'HOH である。 



 

    OCA1 とおくと、△ 21AOA は 21 OAOA  の二等辺三角形であるのでH は 21AA の中点 
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   四角形 'OCPC は線分OPに関して対称であるので面積は 2 △OCPとなる。よって、 

    nS )( （四角形 'OCPC ）  n2 △OCPである。 
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